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電気工事チェッカー（らくらくチェッカー） 操作フロー 
１．自動モード（極性・接地と線路探索） 
  下記例は，センサー番号３番が繋がっているコンセントをチェックした場合のものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チェック スタート！ 本体の電源ケーブルのプラグをコンセントに差込みます。 

電圧チェック 

自動 

ＯＫ！ 

ＮＧ 

《機能選択》の[極性・接地]，
《結果》の[電圧]ランプが点

灯し ,分岐回路番号が「－

－」表示します。 

自動モード 

「機能選択」ボタンを押さないで「実行」ボ

す，または他のモードになっていた場合

択」ボタンを押して，《機能選択》の【極性

路探索】《結果》の【電圧】ランプを点灯さ

ボタンを押すと，チェック開始！ 

極性チェック 

接地チェック 

線路探索

（《結果》の[極性]，[接地]ラ 
ンプが点灯，分岐回路番号 
が点灯表示） 

極性が不明であるため，分岐

回路番号を正しくない結果を

表示している可能性がありま

す。不明となる原因(*2)を確

認し，再度，チェックを行って

ください。 

《結果》の[電圧]，[極性]， 
[接地]ランプと分岐回路 
番号が点滅します。 

異常表示*1 

：点灯 

：点滅 

：消灯 

○表内の表示 

自動モードでは，[極性]チェック， 
[接地]チェック，[線路探索]の連 
続して，自動で行い， 後にまと 
めて結果を表示します。 
ただし，[極性]チェックでＮＧまた 
は不明の場合は※の矢印の流れ 
になります。 

（《結果》の[極性]が点滅表 
示で，分岐回路番号が点灯

表示） 

（《機能選択》の[極性・接地]
ランプと分岐回路番号が点 
滅表示） 

※ 

コンセントの配線間違い，ま

たは，チェッカーのプラグを

逆に差し込んでいます。取

扱説明書の「４－２．本体の

接続とチェック方法」を読

み，チェッカーのプラグの差

し込む向きを確認してくださ

い。 

2P コンセントや

接続されていな

ントをチェック

す。 
接地線の接続を

ください。 

 

○Ａ  

自動モードで再度チェックする場合は，プラ

グを抜かなくても，再度「実行」ボタンを押す

ことで，チェックを行うことができます。 
また，他のモードでチェックを行いたい場合

は，次のページの○Ｂ の状態になっています

ので，「機能選択」ボタンを押し，機能を切替

えてチェックを行うことができます。 
詳しくは次のページをお読みください。 

極性ＮＧ 極性不明 接地
《結果》の[電圧]ランプ 
が点滅し，分岐回路番号 
が「－－」表示します。 
タンを押 
は，「機能選 
・接地】，【線 
せ，「実行」 

接地線の

いコンセ

していま

確認して

緑 

赤 

赤 

○ランプの色 

NG 
線路探索中の表示 
（セグメントが’８の字’を描くよう 
にクルクル回って表示します） 
自動モード選択 
状態となってい 
ます。 
センサーがついていない回

（《結果》の[極性]，[接地] 
ランプ点灯，分岐回路番 
号が「－－」表示 
（《結果》の[極性]ランプ 
点灯，[接地]ランプ点滅， 
分岐回路番号が点灯表 
示） 
路をチェックしています。 
センサーが接続されている

か確認してください。 
*1「異常表示」となる原因として下記が考えられます。 
  ・電源周波数が仕様範囲を超えている。 
  ・電源ノイズが大きく，本体内部で周波数判定ができない。 
*2 自動モードでのチェック結果で，極性が不明となる原因として 
  下記が考えられます。 
  ・センサーの取付け向きの間違い。 
  ・本体を手に持っていない。（机の上などに置いている） 
  ・本体を手に持っている測定者が，接地から絶縁されている。 
すべてのチェック 
でＯＫ！ 
線路探索 
できない 



２．手動モード１（極性・接地のみ），手動モード２（線路探索のみ），手動モード３（ＥＬＢテスト） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ○Ｂ の機能選択時には，「機能選択」ボタンを押すたびに，モードが変わります。 
 
   
   
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
                         

 
                         
 
 
 
 
 
 
 

チェック スタート！ 本体の電源ケーブルのプラグをコンセントに差込みます。 

電圧チェック 

自動 

ＯＫ！ 

ＮＧ 

機 能 選 択 

「機能選択」ボタンを押して,
[ＥＬＢテスト]ランプを選択 

 

全てのランプが消灯し

ます。 
漏電遮断器が動作し,
電源が無くなります。 

すべてのランプが点滅

この表示となった場合，「

択」や「実行」ボタンは操

なくなります。 
プラグを抜き，再度差し

戻ります。 

ＮＧ（漏

器不動作

ＯＫ（漏電遮断器動作） 
（漏電遮断器が動作す 
る前に，一瞬，全ての 
ランプが点灯すること 
があります） 

《結果》の[電圧][極性][接地]
ランプと分岐回路 
番号が点滅します。 

異常表示*1 

 

《機能選択》の[極性・接地]，
[線路探索]《結果》の[電圧]
ランプが点灯し,分岐回路番

号が「－－」表示します。 

手動モード１ （極性・接地チェック) 

]]

手動モード２ （線路探索） 

[線路探索]ランプを 
点灯させたら,「実行」 
ボタンでチェック開始！

線路探索

ＯＫ！ 

ＮＧ 

極性 
不明*2 

分岐回路番号を数字 
表示します。 

分岐回路番号が 
「－－」表示します。

センサーがついて

いない回路をチェッ

クしています。 

線路探索中の表示 
（セグメントが’８の字’を描くよう

にクルクル回って表示します） 

○Ｂ  

電圧チェック 自動モード 手動モード１ 

手動モード２ 手動モード３ 

ＯＫ 

注

 

し

だ

手動モード３ 
（ELB テスト）
２ 

（点灯）します。 

[ＥＬＢテスト]ランプを点

灯させたら,「実行」ボタ

ンを２秒以上押します。 

ＥＬＢテ

します。

機能選

作でき

込むと，

《結果》の[極
ランプが点滅

電遮断

） 

「手動モー

実行し,結果

極性チェック 

ＯＫ！ 

接地チェック 

ＯＫ！ 

ＮＧ 不明*2 

ＮＧ 

《結果》の[極性] 
ランプが点滅します。 

《結果》の[接地] 
ランプが点滅します。 

《結果》の[接地] 
ランプが点灯します。 

[極性]チェックで NG
または不明となった場

合は[接地]チェックを

行いません。 

意！ 
ELB テストで正常に行われると，漏電遮断器が動作

，全ての電源が無くなりますので，注意して行ってく 
さい。 

※一度チェッ

  限り，保持

 （例） 
※実行すると，【極性】，【接地】 
チェックを行いますが，表示は 
しません。（ＥＬＢテストを行う上 
で必要な条件のため） 

（極性，接地結果がＮＧ・不明であ 
る場合，表示します。下記表示参 
照) 
スト 

性] 
します。 《結果》の[接地] 

ランプが点滅します。 

極性 
ＮＧ 

極性 
不明(*2) 

接地ＮＧ 

 

ド１」を

を表示

クした結果表示

されます。 
《機能選択》の[極性・

接地]ランプが点滅し

ます。 
本書の内容

「機能選択

を押し ,「手

ド２」にして実

は，新たにそのチェックを
《結果》の[電圧]ランプ 
が点滅し，分岐回路番号 
が「－－」表示します。 
《機能選択》の[極性・

接地]ランプが点滅し

ます。 
「機能選択」ボタンを押して,[極性・接地

ランプを選択（点灯）します。 

「機能選択」ボタンを押して,[線路探索

ランプを選択（点灯）します。 
分岐回路番号を点滅

表示します。 
極性が不明であるた

め，正しくない結果を

表示している可能性

があります。 
※「実行」ボタンを押すと，【極性】 
チェックを行いますが，表示はし 
ません。（線路探索の判定で極性

が必要なため） 
は，2004 年 2 月のものであり，機能の向上などにより，予告なく変更する場合があります。 

H37-006030 

」ボタン

動モー

行 
「手動モード１」の結果を

保持したまま,「手動モード

２」の結果を表示します。 

行わない 


